
 

中小企業生産性向上促進事業費補助金交付要綱 

 

（趣旨）  

第１条 知事は、県内の中小企業者（中小企業基本法（昭和３８年法律第１５４号）

第２条に規定する中小企業者。以下同じ。）の人手不足に対応するため、ＩｏＴの

導入による生産性向上の取り組みに要する経費に対し、予算の範囲内で補助金を交

付するものとし、その交付に関しては、山梨県補助金等交付規則（昭和３８年山梨

県規則第２５号。）に規定するもののほか、この要綱に定めるところによる。 

 

（用語の定義） 

第２条 この要綱において「ＩｏＴ」とは、複数の機械等がネットワーク環境

に接続され、そこから収集される各種情報・データを活用して、①監視（モ

ニタリング）、②保守（メンテナンス）、③制御（コントロール）、④デー

タ分析（アナライズ）等を行うことを指し、単に従来から行われている単独

機械の自動化や工程内の生産管理ソフトのみの導入は除く。 

 

（補助金交付の対象者及び補助区分等） 

第３条 この補助金交付の対象者は、県内に本社又は事業所を有する中小企業者とす

る。 

２ 補助区分は次のとおりとし、その補助率等は別表に掲げるとおりとする。 

(1) ＩｏＴ導入トライアル事業 簡易なＩｏＴの導入により課題の「見える化」を

図り、自社の経営課題の抽出、解決に資する取り組みであって、山梨県内で実

施される事業 

(2) ＩｏＴ導入モデル事業 ＩｏＴの導入により生産性の向上を図り、人手不足対

策の成功事例として他の中小企業への波及効果が期待できる取り組みであっ

て、山梨県内で実施される事業 

 

（補助金交付の申請） 

第４条 この補助金の交付を受けようとする者は、補助金交付申請書（様式第１号）

に関係書類を添えて、別に定める日までに知事に提出しなければならない。 

２ 消費税法（昭和６３年法律第１０８号）第５条第１項の規定により消費税を納め

る義務がある者は、前項の申請書を提出するに当たり、当該消費税及び地方消費税

に係る消費税仕入控除税額（補助対象経費に含まれる消費税及び地方消費税相当額

のうち、消費税法の規定により仕入れに係る消費税額として控除できる部分の金額

及び当該金額に地方税法（昭和２５年法律第２２６号）の規定による地方消費税の

税率を乗じて得た金額の合計額に補助率を乗じて得た金額をいう。以下「消費税等

仕入控除税額」という｡）を減額して交付申請しなければならない。ただし、申請

時において当該消費税等仕入控除税額が明らかでない場合については、この限りで

はない。 

 

（補助金の交付の決定） 

第５条 知事は、前条の規定による補助金交付申請書の提出があったときは、これを

審査の上、補助金を交付すべきものと認めたときは交付の決定を行い、交付決定通

知書（様式第２号）により速やかに通知するものとする。 

 



 

（補助金の交付の条件） 

第６条 補助金交付の条件は、次の各号に掲げるとおりとする。 

(1) 補助金交付申請書に掲げる補助事業の内容の変更及び経費の配分をしようと

するときは、予め事業変更承認申請書（様式第３号）を提出し、知事の承認を

受けること。ただし、補助対象経費の各費目相互間において、いずれか低い額

の２０％以内を増減させる場合又は補助事業の目的の達成に支障を来さない

事業計画の細部の変更であって、交付決定を受けた補助金の額の増額を伴わな

い場合は、この限りではない。 

(2) 補助事業を中止又は廃止しようとするときは、事業中止・廃止承認申請書（様

式第４号）を提出し、知事の承認を受けること。 

(3) 補助事業が予定期間内に完了する見込みのない場合又は補助事業の遂行が困

難となった場合においては、速やかに知事に報告してその指示を受けること。 

(4) 第４条第２項により補助金に係る消費税等仕入控除税額について減額して交

付申請されたものについては、これを審査し、適当と認めたときは、当該消費

税等仕入控除税額を減額して交付決定すること。 

(5) 第４条第２項ただし書きにより交付申請されたものについては、補助金に係る

消費税等仕入控除税額について、補助金の額の確定において減額を行うことと

し、その旨の条件を付して交付決定を行うこと。 

 

（状況報告） 

第７条 補助金の交付決定を受けた者（以下「補助事業者」という。）は、補

助事業の遂行及び収支状況について、知事の要求があったときは、速やかに

知事に報告しなければならない。 

 

（実績報告） 

第８条 補助事業者は、補助事業が完了した日若しくは廃止の承認を受けた日から起

算して１箇月を経過した日又は交付決定をした年度の翌年度の４月１０日のいず

れか早い期日までに、実績報告書（様式第５号）に関係書類を添えて、知事に報告

しなければならない。 

２ 補助事業者は、前項の実績報告を行うに当たり、補助金に係る消費税等仕入控除

税額が明らかな場合には、当該消費税等仕入控除税額を減額して報告しなければな

らない。 

 

（補助金の額の確定） 

第９条 知事は、前条の規定により実績報告書を受理した場合は、その内容を審査し、

補助金交付決定の内容及びこれに付した条件に適合すると認めたときは、交付すべ

き補助金の額を確定し、額の確定通知書（様式第６号）により補助事業者に通知す

るものとする。 

２ 知事は、補助事業者に交付すべき補助金の額を確定した場合において、既にその

額を超える補助金が交付されているときは、その超える部分の補助金の返還を命ず

る。 

３ 前項の補助金の返還期限は、当該命令のなされた日から２０日以内とし、期限内

に納付がない場合は、未納に係る金額に対して、その未納に係る期間に応じて年１

０．９５％の割合で計算した延滞金を徴するものとする。 

 



 

（補助金の交付方法） 

第１０条 知事は、前条の規定により交付すべき補助金の額を確定したのち、請求書

（様式第７号）により支払うものとする。ただし、知事は、必要があると認める場

合には、補助事業者に対し、概算払いにより交付することができる。 

２ 補助事業者は、前項の規定により概算払いを受けようとするときは、概算払請求

書（様式第８号）を知事に提出しなければならない。 

 

（財産の処分及び管理） 

第１１条 補助事業者は、補助事業が完了した後も、補助事業により取得し又は効用

が増加した財産を善良な管理者の注意をもって管理するとともに、補助金交付の目

的に従ってその効果的運用を図らなければならない。 

２ 補助事業者は、知事が別に定める期間を経過する以前に財産を処分しようとする

ときは、あらかじめ財産処分申請書（様式第９号）を知事に提出し、その承認を得

なければならない。ただし、当該財産の取得価格又は増加価格が５０万円未満のも

のはこの限りでない。 

３ 知事は、前項の承認をした補助事業者に対し、当該承認に係る財産を処分したこ

とにより収入があったときは、その収入の全部又は一部を県に納付させることがで

きる。 

 

（消費税等仕入控除税額の確定に伴う補助金の返還） 

第１２条 補助事業者は、補助事業完了後、申告により補助金に係る消費税等仕入控

除税額が確定した場合には、その金額を速やかに知事に消費税仕入税額控除適用報

告書（第１０号様式）を提出しなければならない。 

２ 知事は、前項の報告があった場合には、当該消費税等仕入控除税額の全部又は一

部の返還を命ずるものとする。 

 

（交付決定の取消等） 

第１３条 知事は、第６条第２号の補助事業の中止又は廃止の申請があった場合及び

次に掲げる場合には、第５条の交付の決定の全部若しくは一部を取消し又は変更す

ることができる。 

(1) 補助事業者が、法令、本要綱又は法令若しくは本要綱に基づく知事の処分若し

くは指示に違反した場合 

(2) 補助事業者が、補助金を本事業以外の用途に使用した場合 

(3) 補助事業者が、補助事業に関して不正、怠慢、その他不適当な行為をした場合 

(4) 補助事業者が交付の決定後生じた事情の変更等により、補助事業の全部又は一

部を継続する必要がなくなった場合 

(5) 暴力団又は暴力団員と密接な関係を有していたとき 

２ 知事は、前項の取消しをした場合において、既に当該取消に係る部分に対する補

助金が交付されているときは、期限を付して当該補助金の全部又は一部の返還を命

ずる。 

３ 知事は、前項の返還を命ずる場合には、第１項第４号に規定する場合を除き、そ

の命令に係る補助金の受領の日から納付の日までの期間に応じて、年１０．９５％

の割合で計算した加算金の納付を併せて命ずるものとする。 

４ 第２項に基づく補助金の返還及び前項の加算金の納付については、第９条第３項

の規定を準用する。 



 

 

（成果の共有等の協力） 

第１４条 補助事業者は、本事業による成果を他の県内中小企業と共有し普及させる

ため、取得したデータの提供や成果の公表等について、県に協力するものとする。 

 

（書類の保管） 

第１５条 補助事業者は、補助事業に係る帳簿及び証拠書類を当該補助事業終了の年

度の翌年度から起算して５年間、整備保管しておかなければならない。 

 

附 則 

１ この要綱は、平成３０年７月１３日から施行する。 

２ この要綱は、平成３３年３月３１日限り、その効力を失う。ただし、この要綱に

基づき交付決定された補助金については、この要綱の失効後も、なおその効力を有

する。 



 

（別 表） 

 

１ 補助区分等 

補助区分 補助率 補助限度額 

ＩｏＴ導入トライアル事業 １／２以内 
２５０千円 

（下限額は５０千円） 

ＩｏＴ導入モデル事業 １／２以内 
１，０００千円 

（下限額は１００千円） 

※ただし、補助金の額に千円未満の端数が生じるときはその額を切り捨てる。 

 

２ 補助対象経費 

経費区分 内 容 

機械装置・器具

等購入費 

機械装置（専ら補助事業のために使用される機械・装置・部品

（各種センサー・カメラ等のデバイス、Ｗｉ-Ｆｉ、ＬＰＷＡ、

ＲＦＩＤ等のデータ送受信装置等）、工具・器具（測定工具・

検査工具、電子計算機、デジタル複合機等）及び関連ソフトウ

ェア）等の購入、製作、設置、設定、改良及び修繕に要する経

費 

委託費 導入に係るコンサルタントに要する経費 

その他の経費 上記に掲げるもののほか、知事が特に必要と認める経費 

 


